丁度 私が 其の 不調和な ヤコフ • イリ イッチの 面構え 

から 眼 を 外ら して、 手近な 海 を 見下しながら、 草の 緑 

の 水が 徐ろに 高くな り 低くな り、 黒ぺ ンキの 半分 剝げ 

た 吃水 を 嘗めて、 ちゃぶ りち やぶりと やる のが、 何 か 

エジプト 人で も 奏で 相な、 階 律の 単調な 音楽 を 聞く 様 

だと 思 つ て 居る と、 

唾い のか。 

と ヤコフ. イリ イッチが 呼びかけ たので、 顔 を 上げ 

る 調子に 見交わした。 彼に 見られる 度に、 私 は 反抗 心 

が 刺戟され る 様な、 それで 居て 如何にも 抵抗の 出来な 

い 様な、 一 種の 圧迫 を 感じて、 厭な 気になる が、 其の 



して 居た 欠伸の 御 葬い が 鼻の 孔か ら 続け様に 出 やが ら 

あな。 業腹 だから 斯う 云って くれた —— 待てよ 斯う 

云つ たんだ。 

「旦那、 お前さん 手 合 は 余り 虫が 宜 過ぎ まさ あ。 日頃 

は 虫 あっかいに、 碌々 食う もの も 食わせ 無え で 置いて、 

そんなら つ て 虫の 様に 立 廻れば 矢張り 人間 だと 仰し や 

る。 己れ つちら の 境涯で は、 四 辻に 突っ立って、 警部 

が 来る と 手 を 挙げたり、 娘が 通る と 尻 を 横目で 睨んだ 

リ して、 一 日 三界お 目出度い 顔 をして ござる 様な、 そ 

んな 呑気な 真似 は 出来ません。 赤 眼の シム ソンの 様に、 

がむ しゃに 動いて 食う 外 は 無え。 IE にや 少し 位 荒つ ぼ 



く 働いた つて、 そり や 仕方が無え や、 そうでしょう」 

て つ て やる と、 旦那の 野郎が 真 赤に な つ て 怒り 出し や 

がった。 もう 口 じゃま どろつ こしい、 眼の 廻る 様な 奴 

を 鼻梁に がんと くれて 逃んだ のよ。 何も さ、 そう 怒る 

が もの は 無えん だ。 巡 的 だ つ て あの 大きな 図体 じ や、 

飯 もうん と 食う だろう し、 女 も ほしかろう。 「お前 も か- 

己れ も やっぱり お前と 同じ 先祖 は アダム だよ」 とか 何 

とか 云って 見ろ。 己れ だ つ て 粗忽な 真似 はし 無え で、 

兄弟と か 相棒と か 云って、 皮の ひんむけ る 位え にや 手 

でも 握って、 祝福の 一 つ 二つ はやって やる 所だった ん 

だ。 誓言そう して 見せ るんだ つた。 それ をお 前 帽子に 



喰 着けた 金ぴかの 手前、 芝居 を しゃがって …… え、 芝 

居 を しゃがつ たんた 〔# 「た」 は ママ r 己れ にや 芝居つ 

て やつが 妙に 打て 無え。 

気心で か ヤコフ • イリ イッチの 声が ふと 淋しくな つ 

たと 思った ので、 振 向いて 見る と 彼 は 正面 を 向いて 居 

た。 波の 反射が 陽炎の 様に てら てらと 顔から 半白の 頭 

を 嘗める ので、 うるさ 相に 眼 を かすめながら、 向う の 

白く 光った 人造 石の 石垣に 囲まれた セミ オン 会社の 

船渠 を 見やって 居る。 自分 も 彼の 視線 を迪 つた。 近く 

では、 日の 黄 を 交えて 草 緑な のが、 遠く 見 透す と、 印 

度 藍 を 濃く 一 刷毛 横にな すった 様な 海の 色で、 それ 丈 



たの を ヤコフ • イリ イッチ は 話しながら、 私 は 聞きな 

がら 共に 眺めて、 其の上に 居る 一 匹の 甲虫に 眼 をつ け 

て 居た ので あつたが、 舷に 当る 波が 折れ返る 調子に、 

くるりと さらった ので、 彼が 云う 様に 憐れな 甲虫 は 水 

むしゃう 

に 陥って、 油 を かけた 緑玉の 様な 雙の翊 を 無上 〔#ル 

ビの 「むしゃう」 は ママ〕 に 振い 動かしながら、 絶大な 海 

の 力に 対して、 余り 悲惨な 抵抗 を 試みて 居る ので あつ 

た。 

私 は 依然 波の 間に 点 を 為して 見 ゆる 其の 甲虫 を、 悲 

惨な 思い をして 眺めて いる。 ヤコフ • イリ イッチ は 忘 

れた 様に 船渠の 方 を 見遣って 居る。 



話柄が 途切れて 閑と すると、 暑さが 身に 沁みて、 か 

ん かん 日の あたる 胴の 間に、 折り重なつ ていぎた なく 

寝そべ つた 労働者の 鼾が 聞こえた。 

ヤコフ. イリ イッチ は 徐ろに 後ろ を 向いて、 眠れる 

一群に 眼 を やる と、 振り返って 私を腭 でし やくった。 

見ろ い、 ィフヒ ムの奴 を。 知って るか、 「癇癩 玉」 つ 

てんだ 綽名が —— 知って るか 彼奴 を。 

さすがに 声が 小さくなる。 

ィフ ヒムと 云う の はコン スタン チノ— プルから 輸入 

する 巻 煙草の 大箱を 積み重ねた 蔭に 他の 労働者から 少 

し 離れて、 上向きに 寝て 居る 小男であった。 何しろ ケ 



〔# ルビの 「そ うぢ」 は ママ〕 でもす るの が 関の山 だ。 何 

うなる もの か。 女って 獣 は 栄耀栄華で 暮 そうと 云う 外 

に は、 何 一 つ 慾の 無え 獣 だ。 成程 一 とわたり は 男 選み 

もしょうし、 気前 惚れ もしょう さ。 だが それ も 金が 

あって 飯が 食えて、 ベら つと した もので も ひっかけら 

れた 上の 話 だ。 真っ裸に して 日干し 上げて 見ろ、 女が 

一 等 先き に 目 を 着ける の は、 気前で もな けり や、 男 振 

としょり うまれかわ リ 

リ でも 無え、 金 だ。 何う も 女っても のは老 者の 再 生 

だぜ。 若 死した ものが 生れ 代る と 男に なって、 老耄が 

生れ 代る と 業で 女に な るんだ。 あり 相で 居て、 色気と 

おもいきり からっきし 

決断 は 全然 無しよ、 ある もの は 慾 気ば かりだ。 私 は 



思わず ほほ 笑ませられた。 ヤコフ. イリ イッチ を 見る 

と 彼 は 大真面目 である。 

又 親っても のがお 前 不思議 だってえ の は、 娘 を 持つ 

と 矢っ張り そんな 気になら あ。 己れ にした 処が まあ 力 

チヤに は 何より べらべらし たもの を 着せて、 頰っぺ た 

の 肉が 好い 色になる もので も 食わせて、 通りすがりの 

奴等が 何処の 御新造だろう 位の 事 を 云って 振り向く 様 

にして くれり や、 宿六 はちつ とや そっとへ し 曲って 居 

て も 構わ 無え と 思う様に な るんだ。 

それでも ィフヒ ムとカ チヤが 水入らず になれ 合って 

居た 間 は、 己れ だって 口を出す が もの は 無え、 黙って 



そうした あんばいで もじもじ する 中に 暁 方 近くなる _ 

夢 も 見た 事の 無え 己れ にや、 一 晚中 ぼかんと 眼球 をむ 

いて 居る 苦しみつ たら 無え や。 何う して くれようと 思 

案の 果てに、 御 方便な もんで、 思い出し たのが 今 云つ 

た 諺 だ。 「空の 空なる かな 総て 空な り」 「空なる かな」 

が 甘め え。 

神符で も 利いた 様に 胸が 透い たんで、 ぐっすり 寝込 

んで 仕舞った。 

おい、 も 少し 其方い 寄ん ねえ、 己れ やまる で 日向に 

出ち やった。 

其の 翌日 噚 と 力 チヤと を 眼の 前に 置いて、 己れ や 



て 奴 はそう 行く 害の 女なん だ。 厚い 胸で、 大きな 腰で、 

腕ったら 斯う だ。 

と 云いながら 彼 は、 両手の 食指と 拇指と を繫ぎ 合わ 

せて 大きな 輪 を 作って 見せた。 

面相 だってお 前、 己れ つちの 娘 だ。 お 姫様の 様な の 

は 出来る 害 は 無え が、 胆が 太て えんだから あの 大 〔# 

ルビの 「でか」 は ママ〕 かい 眼で 見据えて 見ね え、 男の 心 

は びりびり つと 震え 込んで 一 たまり も 無え に 極まって 

居ら あ。 そり や 彼奴 だ つ てィフ ヒムに 気の 無え 訳 じ や 

無えん だが、 其処が 阿 魔 だ。 矢張り 老耄の 生れ 代りな 

んだ。 当世向きに 出来て 居 や あがる。 



や あが るんだ」 

とほ ざいて くれる と、 ィフ ヒムの 野郎 じっと 考えて 

居 やが つたけ が、 

と 語 を 切って ヤコフ . イリ イッチ は雙 手で 身 を 浮か 

しながら、 先刻 私が 譲った 座に 移って、 ひた ひたと 自 

分に 近づいた。 乾き かけた ォ ヴァォ ー ル から 酸っぱい 

汗の 臭いが 蒸れ 立って 何とも 云えぬ。 

云う にや、 

と 更に 声 を 低く した 時、 私 は 云う に 云われぬ 一 種の 

恐ろしい 期待 を 胸に 感じて 心 を 騒がさずに は 居られな 

かった。 



ヤコフ . イリ イッチ は更 めて 周囲 を 見廻 わして、 

気の 早い 野郎 だ …… 宜 いか、 是れ からが 話 だよ、 

…… ィフ ヒムの 云う にや 其の 人間って 獣に しみじみ 

愛想が 尽きた と 云 うんだ。 人間って 奴 は 何ん の 事 は 

無え、 贅沢三昧 をして 生れて 来 やが つて、 不足の 云 

い 様 は 無い 害な のに、 物好きに も 事 を 欠いて、 虫 手 

合いの 内懐まで 手 を 入れ やが る。 何が 面白く つて 今 

日 今日 を暮 して 居 るんだ。 虫って 云われて 居ながら 

それでも 偶に や 気儘な 夢で も 見れば こそじ や 無え か 

…… 畜生。 

ヤコフ . イリ イッチ はィフ ヒムの 言った 事 を 繰返し 



に 語 を 次いだ の は、 三十 秒に も 足らぬ 短い 間であった 

が、 それが 恐ろしい 様な、 待ち遠しい 様な 長さで あつ 

た。 

私 は 波 を 見つめて 居る。 ヤコフ. イリ イッチの 豹の 

様な 大きな 眼睛 は、 私の 眼から 耳に かけた あた リを揉 

み 込む 様に 見据えて 居る の を 私 は まざまざと 感じて、 

云う ベ からざる 不快 を 覚えた。 

ヤコフ • イリ イッチ は 歯 を 喰いし ばる 様に して、 

お前 も 連帯で あげられ 無え とも 限ら 無え が、 「知 

ら 無え 知ら 無え」 で 通 すんだ ぞ、 生じつ か …… 

此の 時び— と 耳 を 劈く 様な 響きが 遠くで 起った。 其 



闇の 中で 眼 を 輝かした。 

とうとう 仕事 は 終った。 其の 日 は 三時 半で 一統に 仕 

事 を やめ、 其処 此処と 残した ところに 手 を 入れて、 偖 

て 会社から 検査員の 来る の を 待つ 計りに なった。 私 は 

かの 二重底から 数多の 仲間と 甲板に 這い 出して、 油 照 

りに 横から 照りつ ける 午後の 日 を 船橋の 影に よけな が 

ら、 古ぺ ンキ ゃ赤鏽 でに ちゃに ちゃと 油ぎ つ て 汚れた 

金槌 を 拭いに かかった。 而 して 拭いながら いっか ヤコ 

フ- イリ イッチが 「法律って もの は 人間に 都合よ く 出 

来て 居 やが るんだ。 シャンパン を 飲み過ぎ ちゃなら 無 

えと か、 靴下 を 二十 足の 上 持つ ちゃなら 無え とか そん 



何んだ」 とひし めき 返して、 始めから 居た かんかん 虫 

は 誰と 誰で あるか 更に 判ら なくなって 居る。 ナポ レオ 

ンが 手下の 騎兵 を 使う 時で も、 斯うまでの 早業 はむ ず 

かしろう。 〔# 「むずかしろう。」 は ママ〕 

私 は 手 欄から 下を視 いて 居た。 

積 荷の ない 為め、 思う さま 船 脚が 浮いた ので、 上 甲 

板 は 海面から 小山の 様に 高まって 居る。 其の 甲板に グ 

リゴリ ー • ぺ トニ コフが 足 を かけよう とした 剎那、 誰 

が 投げた のか、 長方形の クヅ鉄 〔# 「クヅ 鉄」 は ママ U が 

飛んで 行って、 其の 頭蓋骨 を 破った ので、 迸る 血烟と 

共に、 彼 は 階 子 を 逆落しに もん どり を 打って 小 蒸汽の 



く 人 を 包む。 蚊柱の 声の 様に 聞こえて 来る ケル ソン 巿 

の 薄暮 の さ さ やきと、 大 運搬 船 を 引く 小蒸汽 の 刻 をき 

ざむ 様な 響と が、 私の 胸の 落ちつかない せわしい 心地 

としつ くり 調子 を 合わせた。 

私 は 立 つ た儘大 運搬 船の 上 を 見廻して 見た。 

寂然して 溢れる 計り 坐ったり 立ったり して 居る のが 

皆ん なかん かん 虫の 手合いで ある。 其の 間に 白帽 白衣 

の 警官が 立ち交って、 戒め 顔に 佩劎を 撫で 廻して 居る。 

舳に眼 を やる とィフ ヒムが 居た。 とぐ ろ を 巻いた 大繩 

の 上に 腰 を 下して、 両手 を 後方で 組み合せて、 頭 をよ 

せかけ たま ま 眠って 居る らしい。 ヤコフ. イリ イッチ 



はと 見る と 一 人お いた 私の 隣り に 大きく 胡 坐 を かいて 

くわえ 煙管 を ぱくぱく やつ て 居た。 

へん、 大袈裟な 真似 を しゃがって、 

と 云う 声が したので、 見る と 大黒 帽の 上から 三角 布 

で頰 被り をした 男が、 不平 相に あたり を 見廻して 居た 

が、 一 人の 巡査が 彼 を 見お ろして 居る のに 気が 附 くと、 

しげ しげ それ を 見返して、 唾で も 吐き出す 様に、 

畜生。 

と 云って、 穢ら わし 相に 下 を 向いて 仕舞った。 

( 一 九 〇 六 年 於 米国 華 盛 頓府、 一 九 一 〇 年 十月 「白樺」) 
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